
様式第１号（第６条、第７条関係）

小 城 市 長 様

電話

電話

罹 災 日 時 〇〇年　〇〇月　〇〇日　　　△△時　△△分頃

罹 災 物 件

罹災物件と申請者の関係

　上記のとおり、被災されたことを証明します。

　　年　　月　　日

小 城 市 長　　　　 印

罹 災 内 容

（具体的に何がどうなったか。）

大雨による増水で○○町（地区）一帯が浸水し、床上〇〇cm浸水した。
地震により○○㎡の住宅の１階部分がつぶれて使用不能となった。
台風〇号により、屋根、雨樋が破損した。

備　　　　　　考
・この証明は、民事上の権利義務関係に効力を有するものではありません。
・現在の連絡先が変更となった場合は、市役所へご連絡ください。

被 災 証 明 書

罹災証明・被災証明交付申請書

　〇〇年　〇月　〇日

申請者
(世帯主)

(法人代表者)

住所　　小城市三日月町長神田2312-2　〇〇ハイツ

氏名　　　小城市　太郎　　㊞ 1234-56-7890

（法人名）

現在の連絡先　　住所　　　（避難先など）

代理人

住所　　小城市牛津町柿樋瀬1100-1

氏名　　　三日月市　三郎　　㊞ 7890-56-1234

（法人名）

申請者との関係　　　　〇〇〇〇

罹災物件の所在地

罹 災 原 因
　□暴風　　□竜巻　　□豪雨　　□洪水　　□崖崩れ　　□土石流

　□地滑り　□地震　　□高潮　　□その他（　　　　　　　　　　　）

※代理人が配偶者、同居の親族又は当該住家等に勤務する者でない場合、裏面の委任状が必要です

　□申請者住所と同じ
　
　小城市　　　　町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アパート等の名称まで記入）

　□所有者又は管理者　　□使用者　　□その他（　 　　　　　　　　）

　□住家（持家・借家）　□非住家（　　　　）　□動産（　 　　　）

レ

レ

レ

レレ

記入例（個人）



【記入上の留意点】

１　証明書には、罹災証明書と被災証明書の２種類があります。

２　申請者は、申請時に本人であることが確認できるものを提示し、「申請者」欄に住所、氏名

３　代理人の場合は、委任状を提出し、「申請者」欄及び「代理人」欄に住所、氏名（法人の場

５　「罹災物件の所在地」欄には、申請者住所と同じ場合はレ点を記入し、それ以外は具体的な

６　「罹災物件」欄は、該当するものにレ点を記入し、（　）内には具体的な物件を記入してく

７　「罹災原因」欄は、該当するものにレ点を記入し、その他（　）には異常な自然現象等を具

８　「罹災内容」欄には、被災した内容を具体的に記入してください。

代理人

氏名 三日月市　三郎

〇〇年　〇月　〇日

委任者

氏名 小城市　太郎 ㊞

  ただし、代理人が申請者の配偶者、同居の親族又は当該住家等に勤務する者である場合にお
いては、委任状は不要です。

り、被害の程度について証明するものです。
被災証明書は、災害による住家の被害を市が確認できない場合又は非住家、動産に係る被害

が生じた旨の届出があったこと及び罹災証明書の交付に係る申請を受け付けたことを証明す
るものです。

合は法人名および代表者名）、連絡先、申請者との関係を記入してください。

委任状

私は、上記代理人に、罹災証明・被災証明交付申請書の申請等に係る一切の手続きを委任します。

例１「大雨による増水で○○町（地区）一帯が浸水し、床上〇〇cm浸水した。」
例２「地震により○○㎡の住宅の１階部分がつぶれて使用不能となった。」

（法人の場合は法人名および代表者名）、電話番号、連絡先が異なる場合は現在の連絡先を記
入してください。

４　「罹災日時」欄には、罹災または罹災したと思われる日時を記入してください。

所在地を記入してください。

ださい。（例：非住家は、店舗、事務所、物置や車庫など。動産には、自動車、家電など。）

体的に記入してください。

罹災証明書は、災害による住家の被害について、その事実を市が調査し確認できる場合に限

住所　　　小城市三日月町長神田2312-2

住所　　　小城市牛津町柿樋瀬1100-1

（裏面）



様式第１号（第６条、第７条関係）

小 城 市 長 様

電話

電話

罹 災 日 時 〇〇年　〇〇月　〇〇日　　　△△時　△△分頃

罹 災 物 件

罹災物件と申請者の関係

　上記のとおり、被災されたことを証明します。

　　年　　月　　日

小 城 市 長　　　　 印

　□所有者又は管理者　　□使用者　　□その他（　 　　　　　　　　）

罹 災 原 因
　□暴風　　□竜巻　　□豪雨　　□洪水　　□崖崩れ　　□土石流

　□地滑り　□地震　　□高潮　　□その他（　　　　　　　　　　　）

罹 災 内 容

（具体的に何がどうなったか。）

大雨による増水で○○町（地区）一帯が浸水し、床上〇〇cm浸水した。
地震により○○㎡の住宅の１階部分がつぶれて使用不能となった。
台風〇号により、屋根、雨樋が破損した。

備　　　　　　考
・この証明は、民事上の権利義務関係に効力を有するものではありません。
・現在の連絡先が変更となった場合は、市役所へご連絡ください。

被 災 証 明 書

　□住家（持家・借家）　□非住家（事務所）　□動産（　 　　　）

代理人

住所　　小城市牛津町柿樋瀬1100-1

氏名　　　三日月市　三郎　　㊞ 7890-56-1234

（法人名）　〇〇〇

申請者との関係　　　　〇〇〇

※代理人が配偶者、同居の親族又は当該住家等に勤務する者でない場合、裏面の委任状が必要です

罹災物件の所在地

　□申請者住所と同じ
　
　小城市　三日月町　長神田12345

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アパート等の名称まで記入）

罹災証明・被災証明交付申請書

　〇〇年　〇月　〇日

申請者
(世帯主)

(法人代表者)

住所　　小城市三日月町長神田2312-2

氏名　　代表取締役　小城市　太郎　㊞ 1234-56-7890

（法人名）　〇〇〇

現在の連絡先　　住所　　　（避難先など）

レ

レ

レレ

記入例（法人）



【記入上の留意点】

１　証明書には、罹災証明書と被災証明書の２種類があります。

２　申請者は、申請時に本人であることが確認できるものを提示し、「申請者」欄に住所、氏名

３　代理人の場合は、委任状を提出し、「申請者」欄及び「代理人」欄に住所、氏名（法人の場

５　「罹災物件の所在地」欄には、申請者住所と同じ場合はレ点を記入し、それ以外は具体的な

６　「罹災物件」欄は、該当するものにレ点を記入し、（　）内には具体的な物件を記入してく

７　「罹災原因」欄は、該当するものにレ点を記入し、その他（　）には異常な自然現象等を具

８　「罹災内容」欄には、被災した内容を具体的に記入してください。

代理人

氏名

　　年　　　月　　　日

委任者

氏名 ㊞

委任状

住所　　　

私は、上記代理人に、罹災証明・被災証明交付申請書の申請等に係る一切の手続きを委任します。

住所　　　

例１「大雨による増水で○○町（地区）一帯が浸水し、床上〇〇cm浸水した。」
例２「地震により○○㎡の住宅の１階部分がつぶれて使用不能となった。」

り、被害の程度について証明するものです。
被災証明書は、災害による住家の被害を市が確認できない場合又は非住家、動産に係る被害

が生じた旨の届出があったこと及び罹災証明書の交付に係る申請を受け付けたことを証明す
るものです。

（法人の場合は法人名および代表者名）、電話番号、連絡先が異なる場合は現在の連絡先を記
入してください。

合は法人名および代表者名）、連絡先、申請者との関係を記入してください。
  ただし、代理人が申請者の配偶者、同居の親族又は当該住家等に勤務する者である場合にお
いては、委任状は不要です。

４　「罹災日時」欄には、罹災または罹災したと思われる日時を記入してください。

所在地を記入してください。

ださい。（例：非住家は、店舗、事務所、物置や車庫など。動産には、自動車、家電など。）

体的に記入してください。

罹災証明書は、災害による住家の被害について、その事実を市が調査し確認できる場合に限

（裏面）


